
【職業実践専門課程認定後の公表様式】
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資格・検定名 種 受験者数 合格者数

作業療法士国家試
験

② 　　29人 　　27人

人
人
人
％

％

（令和 元

6 名 6 ％

令和2年8月1日現在 平成12年3月31日 越智　久雄
〒530-0043
大阪市北区天満1-17-3

（電話） 06-6354-0091

（別紙様式４）

令和　2年　10月　31日※１
（前回公表年月日：令和 　元年　10月　31日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人福田学園 昭和40年3月31日 福田　益和
〒530-0043
大阪市北区天満1-9-27

（電話）

医療 医療専門課程（Ⅱ部） 作業療法学科
平成26年文部科学省告示

第6号
-

学科の目的
リハビリテ－ション医療に従事する作業療法士に関する専門的知識及び技術・技能を教授・研究し、豊かな教養と人格を備え、広く国民の保健・医療・福
祉の向上に寄与することができる優れた専門職の育成を目的とする。

06-6352-0093
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

認定年月日 平成29年2月28日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

- -
時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

3 夜間 3285時間 1215時間 585時間 1485時間

学期制度
■前期：4月1日～9月30日
■後期：10月1日～3月31日
※但し、年度により変更する場合がある。

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
試験等を総合的に評価し、S・A・B・C(100～60点)を合格と
し、D(59点以下)を不合格とする。

120人 95人 0人 7人 31人 38人

長期休み

■学年始：4月1日
■夏　 季：8月1日～8月31日
(この間にも、実習、補習、集中講義、追・再試験がある)
■冬　 季：12月25日～1月7日

卒業・進級
条件

進級条件：各学年の必修科目の全単位が認定されること。
卒業条件：全科目履修し、卒業試験に合格すること。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類

■個別相談・指導等の対応 バリアフリー展
クラス担任制により、定期的に学生本人のみならず保護者と
も連絡をとり、状況確認をしながら適切な指導を行っている。

■サークル活動： 無

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③の
いずれかに該当するか記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得する
もの
③その他（民間検定等）

■自由記述欄
（例）認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等

■その他
・進学者数：　　　　　　　　　　　　0人

年度卒業者に関する

■就職者数 25
89■就職率　　  　　　 　　　　：

■卒業者に占める就職者の割合
： 86.20689655

平成31年4月1日時点において、在学者98名（平成31年4月1日入学者を含む）
令和2年3月31日時点において、在学者92名（令和2年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

学業不振、経済的理由、進路変更

就職等の
状況※２

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ

https://www.ocr.ac.jp/department-pt/

平成32年5月1日 時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容
授業や実習での経験をもとに、学生の希望や適性を考慮して、担
任および学科長が一人ひとりに合った就職をアドバイス。多くの病
院・施設の中から、学生の希望に合った地域や分野の紹介も行っ
ている。個別指導によるきめ細かいサポートで、学生全員が自分の
希望や適性に応じた就職を実現している。

■卒業者数 29
■就職希望者数 28

■主な就職先、業界等（令和元年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等
医療機関、介護老人保健施設 （令和元年度卒業者に関する令和2年5月1日時点の情報）

■中退防止・中退者支援のための取組
各クラスに担任・副担任を各１名配置しており、きめ細かな指導を心がけている。手段は担任による個別面談で、場合によっては学科の責任者を交えた面談、保護者を
交えた面談を行う。内容は、学習上の問題、就職の問題、生活上の問題、経済的問題、心身の健康に関する問題などあらゆる領域にわたっており、その中で退学に至
る予兆をいち早く発見し、防止策を講じている。

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
※有の場合、制度内容を記入
・入学試験における成績優秀・人物優良者より、特待生として選抜された者に対する学費減免制度
・入学後の各学年の成績優秀者に対する学費減免制度
・家計の急変等によって就学が困難になった者に対する学費減免制度
・標準在学年数（3年）を超えて、なお、在学する者に対する学費減免制度
■専門実践教育訓練給付：　　　　　給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載
給付実績者数：57名

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　有
※有の場合、例えば以下について任意記載
http://jcore.or.jp/certification.html（一般社団法人リハビリテーション教育評価機構）


